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疎水材に石灰石を用いた暗渠排水の排水性について 
―暗渠施工から3年後の排水性― 
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暗渠の施工にあたり、従来は暗渠管敷設時に掘削した現地土をそのまま埋戻す方法を採用し

てきた。しかし、近年では掘削土の代わりに、透水性に優れた資材を疎水材として埋戻す暗渠

が施工されるようになってきている。本報では、いくつかある疎水材のうち石灰石を用いた暗

渠を検討対象として、施工後 3 年目の排水性について調査した結果を報告する。その結果、石

灰石暗渠を施工して 3 年が経過したほ場では、降雨後 3 日目の地下水位が 40cm 以下に低下し

ていたことから、排水機能が維持されていることがわかった。 
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1.  はじめに 

暗渠の施工にあたり、従来は暗渠管敷設時に掘削した

現地土をそのまま埋戻す方法を採用してきた。しかし、

近年では掘削土の代わりに、透水性に優れた資材を疎水

材として埋戻す暗渠（以後、疎水材型暗渠と称す）が施

工されるようになってきている1)。 

一方、これらの疎水材型暗渠の歴史は浅く、機能診断

のノウハウと長期的機能維持手法は未確立のままである。

このため、これらの新しい暗渠排水の機能状況の的確な

診断手法の開発とこれに基づく長期的な機能維持手法の

提案が求められている。このような背景の中、疎水材型

暗渠のうち機能良好なものと機能不良なものの特徴を比

較し、暗渠機能の低下要因を明らかにするとともに、排

水機能の長期維持のための診断手法及び暗渠排水機能の

長期維持手法を提案することを目的とした研究を実施し

ている。 

そこで、上記課題のうち、疎水材型暗渠の特徴を明ら

かにする基礎データを整理するため、いくつかある疎水

材のうち石灰石を用いた暗渠（以後、石灰石暗渠と称

す）を検討対象として、施工後3年目の石灰石暗渠の排

水性について調査した。本報では、その結果を報告する。 

2．調査概要 

(1)調査ほ場の概要 

調査ほ場は北海道天塩郡天塩町の牧草地である。調査 

ほ場の位置図と暗渠施工断面図を図-1,2 に示す。ここで

は、石灰石暗渠が施工されていたほ場を、№１ほ場及び

№２ほ場とする。石灰石暗渠は施工後3年が経過してい

た。№１、２ほ場の土壌はヨシ主体の低位泥炭土であっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-2 暗渠施工断面図（左:№１ほ場、右:№２ほ場） 

※図中の数値は地表面からの深度を示す。 

図-1 調査ほ場位置図 
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た。また、№１，２ほ場の暗渠間隔は10mであった。暗

渠管には、いずれも内径 60mm のコルゲート多孔管が使

用されていた。 

(2)調査・測定方法 

調査ほ場ごとに下記の調査を行った。なお、地下水位

観測孔と排水量測定器の設置位置及び、土壌断面調査位

置を図-3に示す。 

a)地下水位 

各ほ場の暗渠と暗渠の間に水位計観測孔を設置し、地

下水位の測定を行った。水位計には、絶対圧水位計（S

＆DL mini,5m レンジ）を用い、2009 年 7 月中旬から

2009年11月中旬まで15分間隔で測定した。なお、以後

に記す「3.結果及び考察」の中では、地表面から地下水

までの深度を単に「地下水位」と称す。 

b)降水量 

 降水量は、アメダスデータ（天塩）を用いた。 

c)暗渠管からの排水量 

暗渠管の落口に排水量測定器を設置し、2009 年 7 月

中旬から 11 月中旬までの暗渠管からの排水量を測定し

た。この排水量測定器とは、電子式水道メーターを用い

た暗渠排水量測定装置であり、暗渠管からの排水量を 5

分間隔でこの電子式水道メーターが測定する。なお、既

設暗渠管と電子式水道メーターの間にはストレーナーを

設置し、目詰まり防止を図った。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

d)土壌断面及び土壌の理化学性 

暗渠施工断面の土壌断面調査を実施するとともに、暗

渠施工断面の埋戻し部と未撹乱部から土壌を採取し、理

化学性について分析した。分析項目及び分析方法は次の

とおりである。 

 容積重【実容積法】、強熱減量【電気炉内で550℃･17

時間強熱】、腐植含量【CNコーダー法】、飽和透水係数

【変水位法】 

3.  結果及び考察 

(1)地下水位 
 調査ほ場ごとに暗渠管付近及び暗渠間中央付近の地下

水位の変動状況を示す(図-4)。また、日降水量、暗渠の

埋設位置も同図に併せて示す。なお、暗渠管付近の地下

水位のデータには、№１調査ほ場では図-3 上段の①の

水位計データを、№２調査ほ場では図-3 下段の②の水

位計データを用いた。暗渠間中央付近の地下水位データ

には、№１調査ほ場では図-3 上段の⑦の水位計データ

を、№２調査ほ場では図-3 下段の⑥の水位計データを

用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-4 地下水位の変動 

(上段:№１ほ場、下段:№２ほ場) 

図-3 地下水位観測孔と排水量測定器の設置位置及び 

土壌断面調査位置 

（上段：№１ほ場、下段:№２ほ場） 
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降雨により、暗渠間中央付近の地下水位が最も上昇し

たのは、№１調査ほ場では 7 月 28 日の 22cm、№２調査

ほ場では 10 月 21 日の 25cm であった。これらの観測日

から 3 日後の地下水位は、№１調査ほ場では 47cm、№

２調査ほ場では42cmまで低下していた。降雨後2～3日

の畑の地下水位の指標を、土地改良事業計画設計基準

（計画）「暗きょ排水」では地表面下 40cm～50cm とし

ており 2)、№１、２調査ほ場ともに、この指標を満足し

ていた。このため、暗渠の排水機能が維持されているこ

とが確認された。 

(2)暗渠管からの排水量 
 図-5 に1日あたりの暗渠管からの排水量（以後、日暗

渠排水量と称す）と日降水量を示す。なお、暗渠管から

の排水量は、各ほ場で暗渠排水の支配面積が異なるため、

単位面積あたりの排水量に換算して整理した。 

№１調査ほ場の暗渠排水量は観測期間を通して排水が

確認された。№２調査ほ場では、7 月下旬と 10 月中旬

以降は排水量が多いことが確認されたが、8 月上旬から

10 月中旬までは排水量は少なかった。№２調査ほ場で

は、8 月中旬から 10 月中旬までは地下水位の上昇が小

さく（図-4）、そのため暗渠管からの排水量も少なくな

ったと考えられる。これらのことから、降雨による地下

水位の上昇とともに暗渠管からの排水量が多くなること

がわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 (3)土壌断面及び土壌の理化学性 
暗渠施工断面は図-2 で示した通りである。№１，２

調査ほ場では、表層より作土層、その下にヨシを主体と

した泥炭土層、さらにその下部に泥炭混じりの粘土層で

構成されており、暗渠管の管頂より 15cm 厚で石灰石

が、その上部に砂利が疎水材として埋戻されていた。暗

渠管の埋設深は、№１調査ほ場では 90cm、№２調査ほ

場では110cmであった。 

  暗渠施工断面付近の未撹乱部から採取した土壌の容積 
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図-8 強熱減量 

図-7 腐植 

図-5 日暗渠排水量の変動 

図-6 容積重 
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図-10 飽和透水係数の埋戻し部と未撹乱部との比較 

(左:№１ほ場、右:№２ほ場) 

図-9 容積重の埋戻し部と未撹乱部との比較 

(左:№１ほ場、右:№２ほ場) 
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重、腐植、強熱減量の分析値を調査ほ場間で比較した図

を図-6～8 に示す。№１，２調査ほ場では強熱減量や腐

植が大きく、容積重が小さい値を示しており、泥炭土壌

の特徴が表れていた。 

図-9,10 は、容積重と飽和透水係数を埋戻し部と未撹

乱部でそれぞれ比較した図である。埋戻し部の容積重は

№１、２調査ほ場ともに、未撹乱部と同程度あった。ま

た、埋戻し部の飽和透水係数は、№１調査ほ場では約

10-3cm/s のオーダー、№２調査ほ場では約 10-2～10-3cm/s

のオーダーであり、それぞれ未撹乱部より高いか同程度

であった。畑での地下水位を低下させるための目標とな

る土壌の透水係数を、土地改良事業計画設計基準（計

画）「暗きょ排水」では、1×10-4cm/s 程度としている 2)。

埋戻し部の飽和透水係数は、№１、２調査ほ場ともにこ

の値を満足していたことから、暗渠管上方からの排水ル

ートが確保されていると推測される。 

4.  まとめ 

 石灰石暗渠を施工して3年が経過したほ場では、降雨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後 3 日目の地下水位は 40cm 以下に低下していた。また、

暗渠の埋戻し部の飽和透水係数は、約 10-2～10-3cm/s の

オーダーであったことから、暗渠管上方からの排水ルー

トが確保されていると推測された。これらのことから、

施工後3年が経過した石灰石暗渠の排水機能は、維持さ

れていることがわかった。 

今回の調査結果は、石灰石暗渠の施工後3年目に得ら

れたデータである。今後、石灰石暗渠の機能状況を把握

するためには、長期に渡る経年変化の追跡が重要である

と考えられる。 
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